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輸入cheetahより得られたブラジル鉤虫Ａ"りんs加川

６川z"た"sedeFaria，ｌｇｌＯについて

堀井洋一郎＊薄井万平↑柳田孝司:ｔ

（昭和56年２月24日受領）

Ｋｅｙｗｏｒｄｓ：Ａ"QyZosro"ｚａ６ｒα二ｉＪｉｃ"Ｓｃ，southafricancheetah

ての新たな鑑別点を示した（Yoshida，1971a，ｂ)．

今回我々は，大分県内の某動物園に南アフリカから輸

入されたチークに鉤虫卵を認め，その種の同定をするた

め，イヌ，ネコを用いて感染実験を行なったところ，

Ａ"Cy/osZoma属鉤虫が得られた．この鉤虫は過去にチ

ータから報告のあるＡ､′α、伽Ｍｅ"α/e(Biocca,195lb）

やＡ、ｉＰｅｌＭ０"ｔａｔ""（LeRouxandBiocca，1957）と

は口腔の形態が明らかに異なり，既知種の中ではＡ

６７ａＺｉ此"ＳｃとＡ、ceyJα"加加に最も近く，側肋の配

置からＡ・けαコル"Ｓｃと同定し，第90回日本獣医学会

(1980年，山口）において報告した．その後京都府立医

科大学，吉田幸雄教授によっても，Ａ,６γα電/"e"ｓｅであ

ることが確認されたので，輸入動物からではあるが，わ

が国における最初の確実な例として報告する．

緒言

Ａ"QyZosZomahazi此"ＳｃはＧｏｍｅｓｄｅＦａｒｉａ(1910）

によりブラジルのイヌおよびネコから初めて報告され

た。その翌年，Looss（1911）によりセイロンのジヤコ

ウネコからＡ・ｃｅｙｍ"伽、が報告され，その後しばら

くの間，両者は別種として取り扱われてきた．ところが

その後，Gordon（1922）が同種説を唱えてからは，その

説が多くの研究者に支持され，Biocca（1951a）がそれ

ぞれの形態上の明らかな差を示して再度異種説を唱える

までは，ほとんど疑いもなくＡ・ｃｑｙｍ"〃''ｚは，Ａ・

けα”此"Ｓｃのsynonymとして取り扱われてきた．こ

の間，わが国でもYamaguti（1935）が京都のタヌキ

から，大浜（1941）が沖繩の児童およびイヌから，楠

(1947）が宮崎県のヒトから，野田（1951）が兵庫県の

タヌキから，それぞれＡ６ｒａｚｉ此"Ｓｃを報告している

しかしこのうち大浜（1941），楠（1947）の両人体寄生

例は，横川・謝（1961）により前者はＡ，ｃｅｙｍ"/c"ｍ

であり，後者はＡ,ｂｒａｚｊ此"Se,Ａ,ｃａｙｍ"ic…のいず

れでもなく，Ａ，αz`oae"αＪｅの外腹歯が欠損したものに

良く類似しているとして，両者はいずれもＡ、６γ“ルー

"ｓｅではないとされた．またYamaguti（1935)，野田

(1951）の報告した虫体は吉田（1972,1974）によりＡ、

伽加aelzseNagayosi，１９５５であろうと報告された．

Yoshida（1965）はセイロンのイヌにＡ、６γαziZie"Ｓｃ

とＡ・ｃｅｙｍ"/c"ｍの両種を認め，近縁鉤虫とともにそ

の形態的差異を報告し，さらに両種の成虫，幼虫につい

材料と方法

１．宿主動物

1975年に南アフリカ，Durbanから大分県内の某動物

公園に輸入されたチータ（Aci7zo"yエル6αZ"s：Felidae）

のオス，メス合計約40頭の群で，同園では群飼形式をと

っており，昼間は屋外の放飼場に，夜間は獣舎に収容

し，他の種類の動物とは隔離して飼育していた．

２．虫卵の培養

1977年４月に同園の獣舎内で採取した複数の個体から

の新鮮な糞便を検査に供した．糞便は清浄水で溶解し，

100メッシュの金網で濾過した後,遠心沈殿を行ない，沈

澄に含まれている虫卵の一部を計測し，残りは試験管内

濾紙培養（原田・森，1951）にて25014日間培養を行

なった．これにより得られた幼虫の一部を形態学的な観

察に供し，残りは感染実験に用いた．
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３．感染実験

３～４カ月齢のイヌ，ネコそれぞれ３頭を用いて経

口，経皮的に感染実験を実施した．経口感染ではイヌ２

頭に各々200隻，ネコ２頭に各々５０隻の感染幼虫を少量

のミルクに混じて与え，自由摂取させた．経皮感染は同

数（イヌ：200隻，ネコ：５０隻）の幼虫をイヌ，ネコ各

々１頭の背部皮下に少量のペニシリンカロ生食水とともに

直接注入する方法で実施した．供試動物は実験前１カ月

から駆虫を数回繰り返し，寄生虫卵陰性の状態に保っ

た．

４．虫卵，感染幼虫および成虫の形態学的観察

虫卵はチータより得られたものおよび感染実験により

イヌ，ネコから得られたものについて各50個を接眼ミク

ロメーターを用いて計測した．感染幼虫はチーク，イヌ

およびネコの糞便を培養して得られたものについて，各

20隻の体長，体幅，食道長，肛門から幼虫尾端までの長

さ(尾長)，幼虫尾端から鞘尾端までの長さ（鞘尾長）を

計測した．成虫は，虫卵排泄を認めてから２週後に剖検

した宿主から採取し，直ちに加温した３％ホルマリン生

食水中で固定し，ついでラクトフェノールにて透過した

後，光学顕微鏡下で観察した．体長，最大体幅，食道

長，クチクラの厚さ，体表横条線の間隔，オスにおける

交接刺の長さ，メスにおける肛門から尾端までの長さに

ついて接眼ミクロメーターを用いて計測した．

成績

１．感染実験

イヌにおいては経口（２頭），経皮（１頭）のいずれ

の方法にても感染が認められた．ネコにおいては経口感

染法では，２頭とも感染が成立したが経皮感染の１頭か

らは成虫体は得られなかった．感染幼虫投与後，宿主：糞

便中に虫卵が検出されるまでの期間は20～30日で，感染

が認められた個体はいずれも軽度の下痢か，時にわずか

の血便を認める程度で，一般に元気で，食欲も旺盛であ

った．剖検による病変部の検査では，小腸に限局した微

細な点状出血が粘膜面にみられ，一部に鉤虫が頭部を穿

入している例も肉眼的に認められた．

２．虫卵と感染幼虫の形態

チータの糞便より得られた虫卵は，卵殼および卵細胞

とも，イヌ鉤虫卵に良く似た形態を示した（Fig.１)．そ

の計測値は感染実験によりイヌ，ネコから得たものとと

もにTablelに示した．長径と短径の比率において，宿

主による若干の差が認められた．感染幼虫の計測値は宿

主別にTable2に示した．これでも同様に宿主による測

定値の差がみられた、

３．成虫の形態

感染実験に用いたイヌおよびネコの小腸内（主として

空腸）より得られた成虫は，体長がイヌ寄生のものでオ

ス：７～８ｍｍ，メス：８～10ｍｍ，ネコ寄生のもので

はオス：５～６ｍｍ，メス：６～10ｍｍの小型の鉤虫で

TableｌＭｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｓｏｆｅｇｇｓｉｎｍｉｃｒｏｎｓ＊

Ｌｅｎｇｔｈ Ｗｉｄｔｈ Length/Width

52.5-60.6(56.5）

53.4-61.8(57.6）

50.8-57.7(54.3）

35.2-43.8(39.8）

38.7-49.0(43.8）

32.3-37.2(34.8）

Ｃｈｅｅｔａｈ

Ｄｏｇ

Ｃａｔ

1．４３

１．３７

１．５７

＊Ｔｈｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｗａｓｄｏｎｅｏｎ５０ｅｇｇｓｉneachhost、

Table２Measurementsofinfectivelarvaeinmicrons＊

ＣｈｅｅｔａｈＨｏｓｔ Ｄｏｇ

709.1±５３．５

２６．４±２．２

１５８．７±８．６

Ｃａｔ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｈｅａｔｈ

Ｗｉｄｔｈｏｆｓｈｅａｔｈ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｅｓｏｐｈａｇｕｓ

Ｃａｕｄａｌｅｎｄｏｆｌａｒｖａ

ｆｒｏｍａｎｕｓ

ｆｒｏｍｔｉｐｏｆｓｈｅａｔｈ

728.5±1８．７

２３．７±１．８

１５９．１±８．９

680.0±５０．１

２９．２±３．１

１６１．５±１６．１

７５．５±４．２

２１．６±３．１

６８．６±１２．８

２５．５±６．１

５９．７±１１．４

２３．８±５．２

＊Ｔｈｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｗａｓｄｏｎｅｏｎ５０１ａｒｖａｅｉｎｅａｓｈｈｏｓｔ．
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Table3Measurements（inmillimetersunlessotherwisestated）

ｏｆａｄｕｌｔｗｏｒｍｓｆｒｏｍｄｏｇｓａｎｄｃａｔｓ

Ｈｏｓｔ

Ｓｅｘ

Ｄｏｇ Ｃａｔ

Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ Ｍａｌｅ Ｆｅｍａｌｅ

Ｎｏ．ｏｆＷｏｒｍｓｅｘａｍｉｎｅｄ

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｂｏｄｙ

Ｗｉｄthofbody

Lengthofesophagus

Distancesbetween

transversestriatioｎs＊

Thicknessofcuticles＊

Ｌｅｎｇｔｈｏｆｓｐｉｃｕｌｅｓ
Ｌｅｎｇｔｈｏｆｔａｉｌ

１０

７．９２±０．３６

０．２９±０．０３

０．８４±０．０５

１０

８．９６±０．７１

０．３５±０．０２

１．００±０．０８

３

５．８３±０．４６

０．２９±０．０８

0.67↑

１０

７．７１±１．７７

０．２５±０．０７

０．７２±０．１４

5.20±0.40βｍ５．００±０．１３/２，５．００/、↑

15.50±2.10’ｍ18.50±1.90βｍ12.50,ｕｍＴ

ＬＯ９±０．２３0.75↑
０．１９±０．０２

５．７５±１．５０βｍ

13.10±3.1qum

０．１５±０．０２

＊Ｔｈｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｗａｓｄｏｎｅａｔｍｉｄｄｌｅｏｆｔｈｅｂｏｄｙ．

↑Ｔｈｅｍｅａｓｕｒｅｍｅｎｔｗａｓｄｏｎｅｏｎｏｎｌｙｏｎｅspecimen．

し，外側肋は大きく離れている(Lane，1916)．また外背

肋と背肋との分岐角は大きいことなどを挙げている．

Yoshida（1971a，ｂ）は，これらの鑑別点に加えてさら

に新しいいくつかの点を示し，Ａ６ｒａｚＺ此"ＳｃとＡ・Ｃｅｙ

Ｚα"伽、の別種説を支持した．まず成虫における外観は

メスにおいてはＡ、ｈａｚｉ此"Ｓｃの方が一般に細く，そ

のほとんどは陰門の位置で腹側に折れたように曲ってい

る．また体表横条線の間隔はオス，メスともに体のどの

部位で計測してもＡ・ｂ７ａｚｉＺｉｅ刀Ｓｃで４～５βｍ,Ａ・cey‐

Ｊａ７ｚｉａ４ｍでは８～９βｍと明らかな差があるとしてい

る．感染幼虫においても両者問で差がみられ，体長は

Ａ・cayZα"/c"、がわずかに長く，さらにはっきりした

差は尾部で，尾長，鞘尾長共にAceyZα"加沈の方が

長く，特に鞘尾長はＡ・braziJie"Ｓｃの約２倍であると

している．

今回得られた鉤虫の感染幼虫ならびに成虫の特徴は，

ほぼこれら前述のＡ、けａｚｉＺｉｅ"Ｓｃの特徴に一致してお

り，Ａ､６raziZ伽Ｓｃと同定するのが適当と考えられる．

また本研究では，感染実験によりイヌ，ネコからそれぞ

れ成虫が得られたもののネコにおいては経皮感染が成立

しなかった．しかしながらこれは例数が少なかったこと

から，必ずしも感染経路や感受性の差を示すものとはい

えず，今後，幼虫投与数や感染方法，宿主の年齢，体重

等を考慮のうえ例数を増やして検討する必要があろう．

さらにイヌから得た成虫とネコから得た成虫とに大きさ

の差がみられるが，このような宿主の違いによる大きさ

の差異はNorris（1971）の報告においてもみられる．

ただし，本研究においては比較数が少ないことから今後

あるメスの体は中央やや後方の陰門部付近で大きく腹

面に屈折している（Fig.２）．口腔内には微小な内腹歯

と,それに比して巨大な外腹歯の２対の腹歯を有し(Fig.

３)，オスの交接嚢（Fig.４）はＡ,ｃｅｙｍ"加刀ｚに比べ

ると縦長であり，３本の側肋は互いに離反している

(Fig.５)．各部の計測値はＴａｂｌｅ３に示した．

考察

チークから報告されているＡ"CyJoSZo,"α属鉤虫は，

Ａ・Ｐαγα伽oae"α/cBiocca，1951とＡ・やe'Ｍｏ"rarz'"z

LeRouxetBiocca，1957の２種であるが，Ａ・加γα血o‐

αe"α/どの口腔歯牙の形態はＡ〃oae"αＪｅのそれによ

く類似し，２対の比較的大きな腹歯から構成され，A

fPeγCaO"ｔａｔｗｚは明瞭な３対の腹歯を有する．本研究

の感染実験により得られた鉤虫は，１対の巨大な外腹歯

と，それに比べて著しく微小な１対の内腹歯を有してい

る．既知のＡ"GyJosro'"α属鉤虫でこのような特徴を有

するものには，Ａ、６７αz"ie"ＳｃとＡ・ｃｅｙｍ"伽、があ

り，その鑑別点についてBiocca（1951a）は次の様に示

している．まずもっとも重要な違いは口腔と交接嚢にあ

り，Ａ、６γαzi"e"Ｓｃでは内腹歯はＡ、ｃ、ノル"/α"〃のそ

れに比べて，より小さく内側にあるとしている．さらに

確実な鑑別点は交接嚢の形態であるとし，Ａ、６γα之"/e"‐

Ｓｃでは側葉は側肋の方向に長いが，側肋は短小で太く

(deFaria,1914)，３本はそれぞれ藝曲し，互いに離反し

ている．また外背肋と背肋の分岐角度が小さい．一方

AcayZα"加加では側葉は腹肋の方に長〈（Looss，

1911),中側肋と後側肋とが接近して分岐しているのに対

（７７）
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さらに検討の必要があろう．

Ａ・けＱｚノル"Ｓｃの世界における分布は，Gordon

(1922）の報告以来AcayZα"/c…と混同されていた

ため，不明確な点が多い．アフリカにおける両鉤虫に関

する報告は，YorkeandBIacklock（1915）がアフリカ

西部のSierraLeoneのイヌからＡ，ceyZα"/c皿加を，

同じくBlacklock（1919）が南アフリカのDurbanのネ

コから，Adler（1922）がSierraLeoneのFreetown

のイヌからそれぞれＡ、celym"ic"，〃を報告している．

しかし，いずれもＡ・けα之ノル"Ｓｃとの重要な鑑別点に

関する記載が不足しており，Ａ､Ｃｅｼ/α"/c"，，ｚと断定する

ことは困難である．その後Biocca（1951a）により各地

での保存標本の再検討が行なわれ，西アフリカのイヌ，

SierraLeoneのネコ，同国Freeｔｏｗｎのヒョウ（Pαか

ｔＡｅｒａＰａｒ血S)，東アフリカのSomalilandのサーバルキ

ャット(FeZiSserUaZ)，南アフリカのTransvaalのイヌ

からそれぞれＡ・ｈａｚｆ"e"Ｓｃを報告した．前述の報告

と地域的には良く合致することから，アフリカでのＡ

ＣＣＪノル"/c""の報告の中にはＡ、６γα之/"e"Ｓｃと訂正さ

れるべきものが含まれている可能性も否定できない．最

近ではVerster（1979）が同じくTransvaalのイヌから

Ａ､６ｒａｚｉ"e"Ｓｃを報告している．形態についての記載は

ないが，今回輸入されたチータも南アフリカ産であるこ

とを考えると，南アフリカでのＡ６γαziZ/e"sどの分布

は確実であると思われる．

本研究において輸入動物から検出されたＡ、６γαziZi‐

e"Ｓｃは，近年その人体寄生はほとんど否定されている

が，ヒトのcreepingeruptionの原因虫となることは良

く知られており，公衆衛生上重要な問題であろう．近年

日本各地に自然動物園形式の動物園が開設され，多くの

野生動物がアジア，アフリカ方面から大量に輸入される

機会が多くなっている．ところが一方，これらの動物の

受けいれは，イヌ科やネコ科のいわゆる猛獣類について

は十分な防疫体制がとられているとはいえず，寄生虫に

関しても例外ではない．多くの動物が原産地で感染し，

そのまま国内にはいりこんでいることは容易に推定され

る．中川ら（1967）の報告では，上野動物園での哺乳動

物の内部寄生虫感染率は実に44％にも達している．今後

これらの問題の解決には，受けいれ側の動物園獣医師等

が最寄りの専門機関と密接な連絡をとり，輸入した時点

で適切な処置を行ない，国内での蔓延を防止せねばなら

ない．これに対する現地関係者の理解と協力が期待され

る．

結 語

南アフリカから輸入されたチータの鉤虫卵を培養し，

感染実験により得られた鉤虫は，Ａ"QyZosZoma6raZiZ‐

伽Ｓｃと同定された．チークを新たな宿主として追加す

る．また南アフリカからのＡ６ｒａｚ/此れＳｃの詳細かつ

確実な報告はBiocca（1951a）につぐものであり，同地

における分布は確実と思われる．

稿を終えるにあたり，標本の鑑定と貴重な助言，文献

をいただいた京都府立医科大学，吉田幸雄教授，また助

言や文献をいただいた国立科学博物館，町田昌昭博士，

日本大学農獣医学部，野田亮二教授に深謝する．
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j Abstract \

ANCYLOSTOMA BRAZILIENSE DE FARIA, 1910 RECOVERED

FROM IMPORTED CHEETAHS

Yoichiro HORII, Manpei USUI

(Department of Veterinary Medici?ie, Faculty of Agriculture,

Miyazaki University, Miyazaki, 880, Japan)

AND

Takashi YANAGIDA

(Kagoshima Prefectural Federation of Agricultural Mutual Aid

Associations, Nagata-cho, Kagoshima, 892, Japan)

In 1976, hookworm eggs were recovered from feces of cheetahs (Acinonyx jubatus:

Felidae), which were imported from Durban, South Africa to a zoological park in Oita, Japan.

Parasite-free dogs and cats were experimentally infected with infective larvae obtained from

cultivation (Harada-Mori method) of these eggs, and adult male and female worms of Ancy-

lostoma brazilie?ise were recovered.

Measurements of body length of adult worms were as follows : from dogs, 7-8 mm long

in males and 8-10 mm long in females; from cats, 5-6 mm long in males and 6-10 mm long in

females. A pair of large outer ventral teeth and extra-small inner ventral teeth were ob

served in the oral cavity. Lateral lobes of the bursa copulatrix of males were long in the

direction of the lateral rays, and these rays were widely divergent.

The cheetah is added as a new host of A. braziliense. This is the second detailed

report of A. braziliense from animals in South Africa since Biocca (1951a). It was recon

firmed that A. braziliense distributes in South Africa.

Explanation of Figures

Fig. 1 Egg of A. braziliense from cheetah. A bar indicates 10/>m.

Fig. 2 Adult females of A. braziliense from dog, right lateral view. Each scale repre

sents lmm.

Fig. 3 Mouth part of adult male from dog, en face view.

Fig. 4 Posterior part of adult male from dog, right dorso-lateral view.

Fig. 5 Right lateral lobe of the bursa copulatrix of adult male from dog, viewed from

outside. Three lateral rays are widely divergent one another.

Figs. 3-5 Each bar indicates 0.1mm.

( 80 )
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